
ごあいさつ 

理事長 太田 正幸 

 世の中、新型コロナで大変です。 

今朝、まん延防止等重点措置が宮城県・大阪府・兵庫県4月５

日に発出予定です。 

１年以上コロナと付き合ってきまして他の精神科の病院で大

きなクラスターが発生したと皆様もご存知だと思いますが、

当院では２月に職員全員にＰＣＲ検査を行い、全員が陰性と

いう結果を得ることができました。これもひとえに職員の日

頃の行いが功を奏したと思っております。 

「まんぼう」という言葉を聞きますと私は魚のまんぼうと北

杜夫先生のどくとるマンボウ航海記を思い出します。斎藤茂

吉先生（父）、斎藤茂太先生（兄）の３名とも精神科医であ

り小説家です。そういうこともあり親しみを覚えています。

これは緊急事態宣言に近いものですので、引き続き３密を避

けマスク、手洗いを徹底していただきたいと思います。 

これからワクチン接種も始まります。ワクチン接種をして

も基本事項は実行していただきたいと思います。我々のモッ

トーは患者さんを大切にする。当たり前のことですが最優先

にしています。残念ながら精神科の患者さんは変わった人で

片付けようとする人もいます。病気ですので治すことができ

ます。また、治療が非常に難しい方もおられますので治療だ

けでなく心の支えになっていただきたいと思います。  
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院長 財田 一也 

 季刊誌「みどり」令和3年新年号に引き続き新型コロナウイルス

感染症のお話をいたします。 

 本誌を執筆している5月現在、兵庫県を含む5つの都府県で緊急事

態宣言が発令されています。日常生活の様々な場面で自粛や制限

を、少なくとも5月31日までは継続しなければなりません。しかし

この1年半の状況を鑑みれば、6月以降に劇的に終息するようには思

えないのが正直な感想です。しかし我々医療従事者はこのような状

況に対しても覚悟を持って臆することなく「新しい見えない敵」と

戦い続けるべく、日常診察業務に従事していることは本誌前号でお

話しした通りであります。 

 細菌は学生時代に理科や生物の実習で使用した光学顕微鏡で観察

することができますが、ウイルスは特殊な研究所に設置する電子顕

微鏡でしか観察することができません。それ程小さい「新しい見え

ない敵」から感染を防止する・拡大を防止する方法が「標準予防

策」です。あまり聞きなれない言葉かもしれませんが、これは

WHO(世界保健機構)も推奨する方法で①手指消毒、②個人防護具の

着用、③院内環境整備、④咳エチケットなどで、この簡単で当たり

前の行為・行動が感染防止・拡大防止に大変有効であると証明され

ています。それゆえ病院業務を行ううえで全職員がこれらの標準予

防策を徹底し、ときには病棟ごとに、部署ごとに、あるいは院内全

体で標準予防策研修会を行っております。 

 報道がなされているように医療従事者からワクチン接種が開始さ

れております。当院では4月6日に1回目の接種を開始し、6月2日に

は当法人内の全職員に2回目の接種が完了します。ファイザー社の

ワクチンは95％の有効性が確認されていることから、日本中にワク

チンが供給されれば現在の感染状況が大きく改善されるのではない

かと期待しています。心配されておりましたワクチンによる副反応

ですが、痛みなどの軽微なものはありましたが、懸念されておりま

したアナフィラキシー反応などの重篤なものはありませんでした。 

 おそらく5月中旬以降になると思いますが、65歳以上の高齢者・

基礎疾患を有するかたへの優先接種が開始されます。重い精神疾患

のかた（①精神疾患の治療で入院しているかた、②精神障害者保健

新型コロナウイルスについて② 

 今、じゃがいもと玉ねぎを育てています。7年

ほど前から、野菜を育てる活動に取り組んでいま

す。1クールは種まき期・生育期・収穫期と２～4

か月ほどです。メンバー様と一緒に野菜を育てて

いると、劇的な効果はありませんが、じわじわと

心に良い効果があると感じます。 

 まず、種まきや水やり、草引きなど、植物を世

話して成長を助けるなかで、「自分が育ててい

る」という自尊心や充実感が生まれます。次に

「明日は芽が出てるかな？」「大きくなあれ」な

ど期待感を持ちながら、日々過ごすようになって

きます。収穫期には「ちゃんと実がなった！」と

いう達成感や喜びが得られます。そして調理では

「食べたらすごくおいしかった」など満足感を得

ることができます。自分達で作った野菜は愛情が

注ぎこまれているので、実際よりおいしく感じる

のかもしれません。 

 野菜を育てている時に感じた自尊心や充実感、

期待感、達成感や満足感は人生を彩り豊かにして

くれます。この経験と感覚は、メンバー様の対人

関係や社会生活にもいつか活かされるのではない

かと考えます。たとえ対人関係や社会生活に活か

されなくても、ただ野菜に愛情をかけて育て、心

が満たされるだけであっても十分価値あることだ

と考えます。 

福祉手帳を所持しているかた、③自立支援医療（精神通院医

療）で「重度かつ継続」に該当するかた）や知的障害のかた

（療育手帳を所持しているかた）が含まれており、当法人内で

診させていただいている全ての患者様が優先接種の対象となり

ます。安心安全な入院生活・入所生活のためにもワクチン接種

のご理解ご協力をお願いいたします。また面会・外出・外泊制

限のご協力を引き続きよろしくお願い致します。 


